
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

                 

 

 

 

 

 

  

                                    

    

 

ＱＱ
のの
会会  

第 1５号 

 

広報部 

香香
川川
県県
糖糖
尿尿
病病
療療
養養
指指
導導
士士  

 

 

 
 
 
 
 
 

看
護
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク 

第
１
３
回
〇
Ｑ
の
会
〈 

研
修
会
報
告
・
総
会
報
告 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

７
月
３
日
香
川
大
学
に
お
い
て
、

第
１
３
回
〇
Ｑ
の
会
〈
総
会
・
研
修

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

今
回
の
研
修
会
は
〇
薬
物
療
法
と

リ
ス
ク
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
〈
の
テ
ー

マ
で
お
二
人
の
講
師
を
お
招
き
し
、

行
わ
れ
ま
し
た
。 

薬
物
療
法
に
つ
い
て
は
、
新
潟
薬

科
大
学
薬
学
部
臨
床
薬
学
研
究
室

准
教
授 

朝
倉
俊
成
先
生
を
お
迎

え
し
ま
し
た
。
朝
倉
先
生
は
、
イ
ン

ス
リ
ン
に
関
し
て
数
多
く
の
実
験

を
経
て
、
エ
ビ
デ
ン
ス
に
基
づ
い
た

薬
剤
の
添
付
文
書
を
ご
自
身
で
手

掛
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
正
し
い
使
用

方
法
を
熟
知
さ
れ
て
い
る
先
生
な

ら
で
は
の
講
義
内
容
は
、
納
得
し
自

信
を
持
っ
て
患
者
指
導
に
生
か
せ

る
も
の
で
し
た
。 

リ
ス
ク
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
に
つ

い
て
は
、
香
川
大
学
医
学
部
付
属
病

院
医
療
安
全
管
理
部
専
任
リ
ス
ク

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
豊
嶋
克
美
先
生

を
お
迎
え
し
ま
し
た
。
豊
嶋
先
生
は

臨
床
経
験
も
あ
り
、
数
多
く
の
イ
ン

シ
デ
ン
ト
・
ア
ク
シ
デ
ン
ト
分
析
を

手
掛
け
て
お
ら
れ
ま
す
。
今
回
は
実

際
に
遭
遇
し
た
事
例
の
、
グ
ル
ー
プ

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
に
よ
り
Ｒ
Ｃ

Ａ
分
析
を
行
い
ま
し
た
。
Ｒ
Ｃ
Ａ
分

析
に
つ
い
て
の
理
解
が
深
ま
り
、
分

析
を
行
い
、
シ
ス
テ
ム
を
改
善
し
て

い
く
こ
と
の
大
切
さ
を
学
ぶ
こ
と

が
出
来
ま
し
た
。 

研
修
会
終
了
後
、
総
会
が
行
わ

れ
、
予
定
さ
れ
た
議
題
が
審
議
さ

れ
、
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
皆
様
の
ご

協
力
に
感
謝
し
ま
す
。 

今
後
と
も
〇
Ｑ
の
会
〈
に
御
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。 

   

研
修
会
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果 

  

第
１
３
回
研
修
会
参
加
者
５
４

名
の
う
ち
４
９
名
よ
り
回
答
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。 

講
師
に
つ
い
て
は
両
講
師
共
に

良
か
っ
た
と
言
う
意
見
が
９
８
％

を
占
め
て
い
ま
し
た
。 

朝
倉
俊
成
先
生
の
講
演
で
は
、

〇
実
際
の
指
導
時
に
根
拠
に
基
づ

い
た
指
導
が
自
信
を
持
っ
て
出
来

る
。
〈〇
添
付
文
書
や
使
用
上
の
ガ
イ

ド
等
の
重
要
性
が
わ
か
っ
た
。〈〇
話

し
方
や
速
度
が
良
く
、
話
し
は
聞
き

と
り
や
す
か
っ
た
。
ま
た
ユ
ー
モ
ア

も
有
り
飽
き
さ
せ
な
い
話
術
で
人

を
引
き
付
け
る
魅
力
が
あ
っ
た
。
〈

と
言
う
意
見
が
あ
り
ま
し
た 

豊
嶋
克
美
先
生
の
講
義
は
、
〇
実

際
に
Ｒ
Ｃ
Ａ
分
析
が
出
来
、
分
析
方

法
が
理
解
で
き
た
。
〈〇
難
し
い
内
容

を
わ
か
り
易
く
丁
寧
に
説
明
し
て

く
れ
た
。
〈〇
臨
床
経
験
も
あ
り
、
リ

ス
ク
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
と
し
て
の
知

識
が
豊
富
だ
と
感
じ
た
。
〈
と
言
う

感
想
で
し
た
。 

今
後
の
研
修
に
つ
い
て
の
希
望

は
、〇
災
害
看
護
〈〇
カ
ー
ボ
カ
ウ
ン

ト
〈
〇
地
域
連
携
〈
〇
糖
尿
病
検
査
〈

〇
フ
ッ
ト
ケ
ア
〈
〇
糖
尿
病
教
室
に

つ
い
て
〈
〇
指
導
困
難
患
者
へ
の
対

応
〈
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
は
、
下
の
グ

ラ
フ
も
ご
参
照
く
だ
さ
い
。 

ア
ン
ケ
ー
ト
ご
協
力
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
次
回
の
研
修
は
災

害
看
護
で
す
。
ま
た
多
く
の
方
の
参

加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

 
 

 

発
行
所 

香
川
県
糖
尿
病
療
養
指
導
士
看
護
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
Ｑ
の
会 

 

香
川
大
学
医
学
部
看
護
学
科 

野
口
英
子 

 

 
 

 
 

〃
新
米 

糖
尿
病
看
護
認
定
看
護
師
と
し
て
・
・
・
〄 

総
合
病
院 

坂
出
市
立
病
院 

溝
上 

貴
世
美
さ
ん 

２
０
０
１
年
に
日
本
糖
尿
病
療
養
指
導
士
資
格
を
取
得
し
、

内
科
混
合
病
棟
で
患
者
指
導
を
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、
再
入
院

し
て
く
る
度
に
合
併
症
の
重
症
度
が
ど
ん
ど
ん
増
し
Ｑ
Ｏ
Ｌ
が

低
下
し
辛
い
思
い
を
し
て
い
る
患
者
さ
ん
が
多
く
、
自
分
の
指

導
に
何
が
足
り
な
い
の
か
と
日
々
疑
問
を
も
っ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
関
連
学
会
な
ど
で
糖
尿
病
看
護
認
定
看
護
師
の
活
躍
ぶ

り
を
見
聞
き
す
る
た
び
に
、
い
つ
か
は
私
も
今
以
上
に
糖
尿
病

看
護
を
追
求
し
た
い
と
考
え
る
よ
う
に
な
り
、
資
格
に
チ
ャ
レ

ン
ジ
し
た
い
と
強
く
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
組
織

か
ら
も
、
看
護
師
経
験
年
数
約
２
０
年
近
く
経
過
し
よ
う
と
し

て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
所
属
部
署
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
組
織
横

断
的
に
活
動
す
る
よ
う
に
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

福
岡
県
立
大
学
看
護
実
践
教
育
セ
ン
タ
ー
内
の
糖
尿
病
看
護

認
定
看
護
師
教
育
課
程
で
学
ぶ
う
ち
に
、
一
生
懸
命
指
導
す
る

が
ゆ
え
に
生
活
者
で
あ
る
患
者
さ
ん
自
身
の
こ
と
が
見
え
な
く

な
り
、
理
想
像
を
作
り
上
げ
て
い
た
こ
と
に
気
づ
く
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
患
者
さ
ん
の
思
い
を
否
定
せ
ず
傾
聴
す
る
、
で
き

て
い
る
こ
と
は
誉
め
る
、
会
話
の
中
で
の
沈
黙
に
付
き
合
う
こ

と
が
で
き
て
い
な
か
っ
た
な
ど
自
分
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

ス
キ
ル
に
問
題
が
あ
っ
た
こ
と
も
分
か
り
ま
し
た
。 

糖
尿
病
看
護
認
定
看
護
師
の
３
つ
の
主
要
な
役
割
と
し
て

〇
実
践
〈
〇
指
導
〈
〇
相
談
〈
が
あ
り
ま
す
。
最
も
基
本
と
な
る

実
践
で
は
、
生
活
者
と
し
て
の
患
者
さ
ん
の
あ
る
が
ま
ま
を
受

け
止
め
、
そ
の
人
の
価
値
観
・
人
生
観
を
大
事
に
し
な
が
ら
、

生
活
の
な
か
に
無
理
な
く
取
り
入
れ
ら
れ
、
自
分
の
意
思
で
継

続
で
き
る
方
法
を
一
緒
に
考
え
る
。
患
者
さ
ん
と
良
き
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
を
も
ち
、
困
っ
て
い
る
こ
と
、
悩
ん
で
い
る
こ
と

を
い
つ
で
も
気
軽
に
相
談
し
て
も
ら
え
る
存
在
と
な
る
。
こ
の

２
点
を
重
点
項
目
と
し
て
自
分
が
モ
デ
リ
ン
グ
と
な
り
な
が

ら
、
糖
尿
病
看
護
の
楽
し
さ
・
や
り
が
い
を
ス
タ
ッ
フ
た
ち
に

伝
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

指
導
で
は
、
リ
ン
ク
ナ
ー
ス
育
成
を
行
い
病
院
全
体
の
看
護

の
質
向
上
を
大
目
標
に
、
年
間
を
通
し
て
勉
強
会
を
定
期
的
に

行
い
、
活
動
内
容
の
見
え
る
化
を
図
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。 認

定
看
護
師
取
得
後
か
ら
フ
ッ
ト
ケ
ア
を
初
め
と
し
た
相
談

件
数
も
増
加
し
、
毎
日
の
よ
う
に
ス
タ
ッ
フ
か
ら
相
談
が
あ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ス
タ
ッ
フ
自
身
、
糖
尿
病
看
護
に
無
関

心
な
わ
け
で
は
な
く
、
気
づ
き
が
生
ま
れ
た
結
果
、
相
談
に
つ

な
が
っ
た
と
私
自
身
ス
タ
ッ
フ
の
変
化
を
嬉
し
く
感
じ
て
い
ま

す
。 今

後
は
、
依
頼
者
で
あ
る
ス
タ
ッ
フ
自
身
が
、
自
信
を
も
っ

て
主
体
的
に
糖
尿
病
看
護
を
展
開
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
よ

う
支
援
し
て
い
く
こ
と
が
目
標
で
す
。 

今
ま
で
は
二
次
、
三
次
予
防
に
主
眼
を
お
い
た
看
護
を
行
っ

て
き
ま
し
た
が
、
講
義
や
演
習
で
一
次
予
防
の
重
要
性
を
知
り
、

今
後
地
域
連
携
の
一
環
と
し
て
一
次
予
防
に
も
力
を
入
れ
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

長
年
の
夢
で
あ
っ
た
糖
尿
病
看
護
認
定
看
護
師
と
し
て
、
ま

た
新
た
な
ス
タ
ー
ト
地
点
に
立
っ
た
ば
か
り
で
す
。
欲
張
り
な

性
格
の
私
は
、
あ
れ
も
こ
れ
も
と
や
り
た
い
こ
と
が
山
積
し
て

い
ま
す
が
、
ま
ず
は
合
併
症
に
よ
り
Ｑ
Ｏ
Ｌ
を
低
下
さ
せ
な
い

よ
う
患
者
さ
ん
の
幸
せ
を
第
一
に
考
え
、
足
元
か
ら
一
歩
ず
つ

着
実
に
歩
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 
 

 
 

 

  

◆
編
集
後
記
：
暑
中
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。
節
電
も
大
切
で

す
が
、
適
度
な
エ
コ
で
熱
中
症
に
は
十
分
お
気
を
付
け
く
だ
さ

い
。 

 
 

 
 

 
 

 
 
 
 
 
 

 

広
報
担
当 

木
村
裕
美
・
串
田
久
美 

  

 

第
１
４
回
〇
Ｑ
の
会
〈
研
修
会
の 

ご
案
内 

 

日
時
：
１
０
月
９
日
（
日
） 

１
０
時
か
ら
１
５
時 

 

場
所
：
香
川
大
学
医
学
部
看
護
学
科 

３
階
３
０
５
教
室
（
看
護
学
科
棟
） 

メ
イ
ン
テ
ー
マ 

〉
災
害
時
に
そ
な
え
た
糖
尿
病
看
護

の
在
り
方
《 

講
師
…
神
戸
市
看
護
大
学
療
養
生

活
看
護
学
准
教
授 

池
田
清
子
先
生 

 

々
会
員
の
声
〆 

第
十
三
回 

〇
Ｑ
の
会
〈
研
修
会
報 

高
松
赤
十
字
病
院 

馬
場
里
美
さ
ん 

丂
月
三
日
、
香
川
大
学
に
お
い
て
、

第
十
三
回
〇
Ｑ
の
会
〈
研
修
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
今
回
の
研
修
会
は
、〇
リ

ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
〈
を
テ
ー
マ
に
行

わ
れ
ま
し
た
。 

午
前
中
は
、
新
潟
薬
科
大
学
の
朝
倉

俊
成
先
生
に
よ
る
〇
薬
物
療
法
と
リ
ス

ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
〈
の
講
義
で
し
た
。 

特
に
、
バ
イ
エ
ッ
タ
ペ
ン
の
監
修
の
話

は
印
象
に
残
り
ま
し
た
。
バ
イ
エ
ッ
タ

ペ
ン
は
、
唯
一
空
打
ち
を
し
な
い
注
射

薬
で
す
。
朝
倉
先
生
は
、
〇
ど
の
よ
う

に
す
れ
ば
、
空
打
ち
を
し
な
く
て
も
、

正
確
に
注
射
が
で
き
る
か
〈
に
つ
い

て
、
使
い
方
ガ
イ
ド
に
項
目
を
追
加
さ

れ
て
い
ま
し
た
。 

今
ま
で
に
何
回
も
見
て
い
た
使
い

方
ガ
イ
ド
で
す
が
、
私
は
そ
こ
の
部
分

は
見
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。
今
後
、
指

導
の
際
に
そ
の
項
目
を
参
考
に
し
た

い
と
思
い
ま
し
た
。 

ま
た
、
使
い
か
け
の
注
射
薬
は
室
温

保
存
で
す
が
、
中
に
ク
レ
ゾ
ー
ル
が
入

っ
て
い
る
た
め
、
冷
蔵
庫
よ
り
室
温
の

方
が
、
菌
は
繁
殖
し
に
く
い
と
い
う
実

験
結
果
も
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
の
他
、
指
導
の
際
に
役
立
つ
様
々
な

知
識
を
得
る
こ
と
が
で
き
、
大
変
有
意

義
な
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。 

午
後
か
ら
は
、
香
川
大
学
の
豊
島
克

美
先
生
に
よ
る
〇
糖
尿
病
看
護
と
リ
ス

ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
〈
の
講
義
と
グ
ル
ー

プ
ワ
ー
ク
で
し
た
。
病
院
で
の
医
療
事

故
に
関
す
る
取
り
組
み
や
事
故
分
析

の
方
法
な
ど
の
講
義
の
後
、
事
例
を
Ｒ

Ｃ
Ａ
分
析
し
ま
し
た
。
グ
ル
ー
プ
ワ
ー

ク
で
は
、
他
施
設
の
方
と
各
々
の
施
設

の
状
況
を
話
し
な
が
ら
、
分
析
す
る
こ

と
が
で
き
、
楽
し
い
時
間
と
な
り
ま
し

た
。 

 

７月２３日   

 

  

     
 

 
 

平成２３年 

nenn年 

々
平
成
２
３
年
度
Ｑ
の
会
プ
チ
研
修
会
〆 

 

平
成
２
３
年
度
は
左
記
２
回
の
プ
チ

研
修
会
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。
会
員
の

皆
様
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
尚
、
こ
の

研
修
会
は
単
位
更
新
が
で
き
ま
せ
ん
。 

  

☆
第
３
回
プ
チ
研
修
会 

日
時
：
１
２
月
１
７
日
（
土
） 

１
３
時
３
０
分
～
１
４
時
３
０
分
予
定 

場
所
：
香
川
大
学
医
学
部
付
属
病
院 

テ
ー
マ
〇
運
動
療
法
〈（
仮
） 

講
師
：
理
学
療
法
士 

 

☆
第
４
回
プ
チ
研
修
会 

日
時
：
２
月
２
５
日
（
土
） 

１
３
時
～
１
４
時
（
予
定
） 

場
所
：
香
川
労
災
病
院 

管
理
棟 

第
２

会
議
室 

テ
ー
マ
：〇
糖
尿
病
性
腎
症
の
食
事
〈（
仮
） 

講
師
：
香
川
労
災
病
院 

栄
養
管
理
室
室

長 

管
理
栄
養
士 

平
田
邦
江 

先
生 

 々
学
会
・
研
修
会
の
ご
案
内
〆 

 

認
定
更
新
の
た
め
の
研
修
単
位
が
取

得
で
き
る
予
定
の
研
修
会
を
お
知
ら
せ

し
ま
す
。 

 
 

☆
第
１
６
回
日
本
糖
尿
病
教
育
・
看
護
学

術
集
会
・
・
・
第
１
群
ま
た
は
第
２
群 

 
 

 
 

 
 

 
 

４
単
位 

日
時
：
２
０
１
１
年
９
月
２
４
日
（
土
）

～
２
５
日
（
日
） 

場
所
：
東
京
ビ
ッ
ク
サ
イ
ト 

連
絡
先
…
Ｆ
Ａ
ｘ 

０
３
‐
３
５
０

８
‐
１
３
０
２ 

☆
日
本
糖
尿
病
学
会
中
国
四
国
地
方
会
第

４
９
回
総
会
・
・
・
第
２
群
４
単
位 

 
 

日
時
…
２
０
１
０
年
１
１
月
１
１
日

（
金
）
～
１
２
日
（
土
） 

 

場
所
…
ア
ス
テ
ィ
と
く
し
ま 

 

連
絡
先
…
Ｆ
Ａ
Ｘ 

０
８
８
‐
６
３

３
‐
７
１
２
１ 

☆
第
６
回
中
四
国
糖
尿
病
教
育
セ
ミ
ナ

ー
・
・
・
申
請
中   

 

日
時
…
２
０
１
１
年
１
２
月
４
日

（
日
） 

 

場
所
…
く
に
び
き
メ
ッ
セ
（
松
江
市
） 

☆
第
１
０
回
日
本
フ
ッ
ト
ケ
ア
学
会
年
次

学
術
集
会 

日
時
：
２
０
１
２
年
３
月
１
７
日
（
土
）

～
１
８
日
（
日
） 

場
所
：
大
阪
国
際
会
議
場 

連
絡
先
…
Ｆ
Ａ
ｘ 

０
６
‐
６
４
５

６
‐
４
１
０
５ 

☆
第
４
６
回
糖
尿
病
学
の
進
歩
・
・
・ 

第
２
群
４
単
位 

 
 

日
時
…
２
０
１
２
年
３
月
２
日
（
金
）

～
３
日
（
土
） 

 

場
所
…
岩
手
県
民
会
館
・
岩
手
県
公
会

堂
等 

 

連
絡
先
…
Ｆ
Ａ
Ｘ 
０
２
２-

７
２
２

-

１
１
７ 

 

研修会参加のきっかけ(単位は人数・複数回答可）

0 5 10 15 20 25 30

⑥講師が魅力的

⑤上司のすすめ

④単位取得のため

③専門性を高めるため

②看護実践の問題解決

①テーマに興味

 

研修会をどうやって知ったか(単位は人数）

0 10 20 30 40

④業者から

③知人・上司のすすめ

②病院からの案内

①Ｑの会からの案内

 

 

 

 

研修会風景 


